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平成２２年度スタート
５月２９日、平成２２年度総会を終え、新年度を迎えました。

皆様方からの支援のおかげで、現地の子供たちをはじめ村人に少しながら、生きる希望が

持て、生活の向上も見えてきている状況です。

シャンティ山口が関わることで地域の行政も山岳民族の生活に対する関心度も向上し、具

体的な協力支援体制も出始めました。（保育園への椅子や机などの備品配布・役所から村の

行事への参加・予算の分配等）

シャンティ学生寮の卒業生を送る会も、父兄を交えて喜びを分かち合い、卒業生たちも元

気に巣立って行きました。（今期は、全員高校・大学へ進学しました。）

新寮生たちは、これまでのモン族・ミエン族に加えてリス族・アカ族・タイヤイ族の山岳

民族の子供を受け入れることになり多彩で楽しい寮生活ができそうです。

地球環境・衛生事業もエコトイレ１０基目が完成し、皆さんと一緒に村を挙げてお祝いを

しました。地域の人たちに広く知れ渡り設置の要請が相次いでいます。（日本大使館も注目

し協力と、激励をいただきました。）

地球環境基金助成事業は、今年度から、また新たな事業（アグロフォレストリーと農村開

発）として、継続３年間を目標にスタートすることが決定しました。

今後も支援者の皆さんのお気持ちを、十分届けることができるよう活動を続けます。

国 境 と 民 族 を 超 え ～共に生き・共に学ぶために～

平成２２年度からの環境保全事業「焼畑の大地を森林に」アグロフォレストリーと農村開発 の現地の一部分
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小町大使と佐伯 ホストファミリーと（３月スタディツアー） 焼畑調査

新寮生による農作業（5月） 現地スタッフミーティング 県道のマッカムの花 旬のライチーとマンゴー

平成2１年度 事業報告書
シャンティ山口は、世界の貧困と抑圧にあえぐ草の根の民衆を支援し、全ての民族と共に

学び、共に生きるような地球市民社会の構築に参画し、地域の国際化と地球市民教育を行う
ため、次の事業を展開しました。

｛会議｝
１ 総会 平成 2１年５月３０日（土） 於：海印寺
２ 理事会 平成 2２年４月 24 日（土） 於：法明院
３ 監事会 平成 2２年４月 24 日（土） 於：法明院

｛山岳民族教育支援事業｝
１ 山岳民族奨学金支給事業（パヤオ奨学金）

北タイのパヤオ県ポン郡に暮らす山岳少数民族『モン族』の子供達が、中学校・高等
学校に進学するための奨学金を支給しました。

２ シャンティ学生寮運営事業
北タイのパヤオ県ポンにある「シャンティ学生寮」の運営を行いました。

｛山岳民族生活自立支援事業｝
北タイに住む山岳少数民族モン族やミェン族は、焼畑農業を禁止され耕作地が充分に与

えられない等、収入がタイ族の半分以下の状態で、しかもタイ族と言語が異なるという問
題によって、貧困に苦しんでいます。（平成２１年度からシャンティ寮に、アカ族・リス
族・タイヤイ族の子供たちも仲間に加わり頑張っています。）

シャンティ山口では、山岳少数民族の伝統文化の継承と高齢者福祉及び女性の自立を図
るため、伝統芸能の継承やハンディクラフトの製作及び日本国内での販売、保健衛生知識
の普及、バイオトイレのモデルシステムの設置等を通して、山岳少数民族の自立支援を行
いました。
１ 手工芸品による女性グループ自立支援事業
伝統的な刺繍やパッチワークなどを使った手工芸品作る村の女性グループを支援しました。
２ 高齢者福祉支援・伝統文化継承事業

伝統文化を次世代の青年達に継承していくための活動を行いました。
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３ 保育園支援事業
セーンサイ村の保育園の行事費・施設の補修費等の支援をしました。

｛平成２１年度地球環境基金助成事業｝

昨年に引き続き、独立行政法人環境再生保全機構 平成２１年度 地球環境基金 助成

金要望書を申請し、７月決定通知があり事業実施しました。

以下「平成２１年度地球環境基金助成事業報告書」参照

１ 助成活動名

タイ国・北タイ地域 エコトイレの普及に併せた家庭用燃料製造装置の開発実践

2 趣旨・目的

タイ国の山岳少数民族の村において、便所の糞尿を嫌気処理し、無放流・メンテナンス

フリーのエコトイレシステムを設置すると共に、嫌気処理の過程で発生したメタンガスを

家庭燃料として使用する一連のシステムを開発する。

地域の衛生環境の改善と農業への利用及び家庭燃料としての利用を中心に、設置指導を

兼ねたシステムを実践し、普及していない村や、従来の便所に起因する蛔虫や伝染病等不

衛生による病気の回避に加えて、河川・湖沼の富栄養化の原因である窒素・燐を畑の作物

に吸収させ肥料として利用する。

地域の気候風土に沿った、自然素材を使用し、土着菌の特質を最大限に生かした生物浄

化と土壌に生息する微生物による分解作用を利用する。

この処理液による自然農法の提唱と地域住民の生活の向上に併せて広範な地域の衛生環

境保全及び、トイレからのガスにより家庭燃料の確保を図り、薪の使用を減少させること

により地域の森林を守り、エネルギーの節約と地球環境保全に寄与する。

｛国際交流・国際協力活動及び国内の活動｝
地域の国際化と地球市民教育、ボランティア育成活動として、次の事業を実施しました。

１ 国内協力者への広報及び情報提供のために「シャンティ山口ニュースレター」「パ
ヤオレポート」等を発行しました。
ニュースレター ６９号～７５号 ７回発行

パヤオレポート 200９-1～５号 ５回発行

２ 「ＮＧＯネットワーク山口」の活動に協力参加しました。
（プチ体験でぶち感動３回シリーズ学習会）
（ベトナムへのスタディーツア参加ー国際医療支援山口の会 IMYA 主催）

３ 他団体からの要請による環境学習会・教育活動への講師派遣及び地球環境保全啓発
活動の強化への取り組みをしました。
（「アースデー＠瀬戸内２００９」出展）あったかむらと共同ブース共同 PR・光
市
（「きららやまぐちエコ展」出展）きららドーム・山口市
（「山口県曹洞宗婦人大会」出展）法明院・山口市
（「世界のみんなの笑顔のために」出展）山口大学・山口市
（「空いけフェスタ」出展）山口宇部空港・宇部市
（「禅を聴く会」出展）山口県曹洞宗・山口市
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（「さん３祭り」トムヤムクン調理指導）阿武町実行委員会・阿武町
（「周南元気もの交流フェスタ」出展）市民活動団体実行委員会・周南市
（「海印寺福大根祭り」出展）海印寺・周南市
（「国際活動フェスティバル 2010」出展）国際交流協会・山口市
（「北タイ・エコツアー」主催）シャンティ山口・北タイ訪問

｛募金活動｝
各種事業を実施するための募金活動を行いました。

平成 2２年度 事業計画書
シャンティ山口は、世界の貧困と抑圧にあえぐ草の根の民衆を支援し、全ての民族と共に

学び、共に生きるような地球市民社会の構築に参画し、地域の国際化と地球市民教育を行う
ため、次の事業を展開します。

｛会議｝
１ 総会 １回開催予定
２ 理事会 ２～３回開催予定
３ 監事会 １回開催予定

｛山岳民族教育支援事業｝
１ 山岳民族奨学金支給事業（パヤオ奨学金）

北タイのパヤオ県・チェンラーイ県に暮らす山岳少数民族（モン族・ミェン族・アカ
族・リス族・タイヤイ族）の子供達が、中学校・高等学校に進学するための奨学金を支
給します。

２ シャンティ学生寮運営事業
北タイパヤオ県ポン郡にある「シャンティ学生寮」の運営を山口県曹洞宗青年会と共

同で継続実施します。

｛山岳民族生活自立支援事業｝
北タイに住む山岳少数民族モン族・ミェン族・アカ族・リス族・タイヤイ族は、焼畑農

業を禁止され耕作地が充分に与えられない等、収入がタイ族の半分以下の状態で、しかも
タイ族と言語が異なるという問題によって、貧困に苦しんでいます。

シャンティ山口では、山岳少数民族の伝統文化の継承と高齢者福祉及び女性の自立を図
るため、伝統芸能の継承やハンディクラフトの製作及び日本国内での販売、保健衛生知識
の普及、バイオトイレのモデルシステムの設置等を通して、山岳少数民族の自立支援を行
います。

１ 手工芸品による女性グループ自立支援事業
伝統的な刺繍やパッチワークなどを使った手工芸品作る村の女性グループを支援します。

２ 高齢者福祉支援・伝統文化継承事業
伝統文化を次世代の青年達に継承していくための活動を行います。

３ 保育園等支援事業
地域の村の保育園の行事等の協力や、施設の補修等の支援を行います。

４ 保健衛生事業

地域の環境保全事業として自然循環式トイレの設置に併せ地域の保健所の協力のもと

に環境・保健衛生セミナー等を定期的に実施し住民の知識・意識の向上を目指します。
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｛平成２２年度地球環境基金助成事業｝

本年度より、新たに３年継続事業として、独立行政法人環境再生保全機構 平成２２年

度 地球環境基金 助成金要望書を申請しました。

交付内定は、４月中旬で、決定は、７月上旬になりますが３年間の継続事業として取り

組みます。

１ 助成活動名

タイ国・北タイ地域「焼き畑の大地を森林に」アグロフォレストリーと農村開発

2 趣旨・目的

タイ国の経済流通社会が支配する遺伝子組み換えトウモロコシの近代的農業にあえぎ、

貧困と生活苦に追われている壊滅寸前の山岳民族の村。

生き残るため近代的農業に見切りをつけ、焼き畑の農地を伝統的に行っていた自然との

共生農業に転換し、森の恵みによる持続可能な農業として生きることを住民の総意で決意

した。

当初は、生活基盤整備として生物多様性を駆使した「自然循環式多目的バイオトイレ」

による集落排水施設の計画的設置、生活衛生改善・保健衛生と地域環境知識の学習・地域

の自然条件を活用したエネルギーの確保や、かんがい用水路の設置など行い、併行してア

グロフォレストリーの調査と準備に着手し、先祖から引き継いだ焼き畑の農地を持続可能

な農業への転換などの村ぐるみ開発を行う。

将来は、焼き畑の大地を緑豊かな農地として生活の自立と、持続可能で安定した豊かな

生活の向上を目指すと共に、環境保全型農業と循環型社会形成のモデルとして、地域に波

及することを目的とする。

｛国際交流・国際協力活動及び国内の活動｝
地域の国際化と地球市民教育、ボランティア育成活動として、次の事業を実施します。

１ 国内協力者・一般市民への広報及び情報提供のために「シャンティ山口ニュースレ
ター」「パヤオレポート」等を発行します。

ニュースレター ６回発行予定
パヤオレポート ６回発行予定

２ 「ＮＧＯネットワーク山口」の活動に協力します。
３ 活動報告・写真展 秋吉台フォトギャラリー「写創蔵」にて
４ 他団体からの要請による環境学習会・教育活動への講師派遣及び地球環境保全啓発

活動の強化取り組み。
５ 関係各イベントへの参加・出展について積極的に取り組みます。
６ その他、本会の目的に沿った必要な事業を実施します。

｛募金活動｝
各種事業を実施するための募金活動を行います。

―環境衛生活動募金にご協力をお願いします。― 2010.6.10saeki


